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2019年５月９日



ビジョン/ ミッション

日本を代表するインターネット企業になるビジョン

挑戦の連続によりあたらしい価値を創り出し、
社会に貢献する

ミッション
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ユナイテッドの事業構成について
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中期経営目標

定量目標

チャレンジ目標 100億円
コミット目標 50億円

（いずれもメルカリ株式の売却益を除く）

2022年３月期 のれん償却前営業利益
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2019 ͏Ὦṍ 2020 ͏Ὦṍ 2021 ͏Ὦṍ 2022 ͏Ὦṍ

Юиϸзᶴ Ẁ׃ Юиϸзᶴ Ẁ׃Ϭ ΨχϦϭ Ẁ ְỘ ׃

投資期 集中期 成長期 収穫期

短期的な利益を追わず
積極的に事業

への先行投資を行う

黒字事業と赤字事業の
混在期。成長可能性の

高い事業に対して継続投資

複数事業において
大幅な利益成長

各事業において収益を
最大化、目標達成を目指す

0

営業利益推移イメージ

コミット目標
50億円

チャレンジ目標
100億円

2020年３月期以降
50億円を維持
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当期は、2022年３月期中期経営計画最終年度における営業利益目標額の達成に向けた
「投資期」と位置付け、成長の見込める事業に積極的な投資を実施

中期経営計画における当期の位置付け



2019年３月期 通期決算概要
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通期業績 ハイライト
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連結業績

‰ : 27,580 ד ( ṍ +91̋)

ְỘ ׃ : 11,084 ד ( ṍ +573̋)

ṍ ׃ : 7,008 ד ( ṍ +725̋)

コンテンツ
事業

‰ : 4,693 ד ( ṍ +17̋)

ְỘ ׃ : ̚328 ד ( ṍ ̚948 (ד

アドテクノロジー
事業

‰ : 6,427 ד ( ṍ ̚17̋)

ְỘ ׃ : 48 ד ( ṍ ̚92̋)

インベストメント
事業

‰ : 13,886 ד ( ṍ +1,358̋)

ְỘ ׃ : 13,487 ד ( ṍ +1 ,510̋)

ゲーム
事業

‰ : 2,653 ד ( ṍ +49̋)

ְỘ ׃ : ̚629 ד ( ṍ ̚1,114 (ד

連結売上高・営業利益ともに過去最高を更新
前期比、売上高+91% 、営業利益+573% の増収増益

その他事業
‰ : ˵ ד ( ṍ ˵ (ד

ְỘ ׃ :   ̚285 ד ( ṍ ̚212 (ד



通期業績 業績予想との比較
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連結売上高・営業利益ともに過去最高となり、連結売上高は通期業績予想 の範囲内、営
業利益は業績予想を超え着地
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( ӡʿ (ד
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29,100
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( ӡʿ (ד

̞ ṍỘ ʿ2018 10Ὦ31 τйрЅπ ΰθ ṍỘ
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通期業績 業績予想との比較 セグメント別（1/2 ）
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6,427 
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Ộ ṍם ṍם

売上高

( ӡʿ (ד

0 48 

569 

Ộ ṍם ṍם

営業利益

アドテク

2,800 2,653 

1,785

Ộ ṍם ṍם

̚ 300 △ 629
485

Ộ ṍם ṍם

ゲーム

ˢ╥―ˣ

ˢ╥―ˣ

χ ψỘ ᴞᾢρχ ᶓ

ウェブ広告領域は停滞するも、
アプリ広告領域が成長

既存タイトルは堅調に推移するも、
新規タイトルで苦戦

ˢ╥―ˣ

ˢ╥―ˣ

ˢ╥―ˣ
ϯФзῲ⁮ ӽʿˮADeals˯ˮVidSpot˯
ϳϴУῲ⁮ ӽʿˮadstir˯ˮBypass˯ˮHaiNa˯



通期業績 業績予想との比較 セグメント別（2/2 ）
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4,200 
4,693 

4,000

Ộ ṍם ṍם

売上高

̚ 650 △ 328

620

Ộ ṍם ṍם

営業利益

コンテンツ

13,100 13,886 

952

Ộ ṍם ṍם

12,800 13,487

837

Ộ ṍם ṍם

インベスト
メント

ˢ╥―ˣ ˢ╥―ˣ

成長期待事業で売上高が伸長するも、
営業利益は外部環境変化の影響も
あり苦戦

主に㈱メルカリ上場に伴う株式売却
が大きく貢献

ˢ╥―ˣ

ˢ╥―ˣ

( ӡʿ (ד

χ ψỘ ᴞᾢρχ ᶓ



‰ 27,580 14,444 +91%

׃ 16,074 4,829 +233%

ẉόԁ Ḛ 4,989 3,180 +57%

ְỘ ׃ 11,084 1,648 +573%

Ὂ ׃ 11,058 1,626 +580%

׃ ̚ 710 ̚ 4 ̚ 706

Ɫ ᴣ ὴ ᴣ ̚ 106 ̚ 4 ̚ 102

ⱧỘ ˢᴠ ᵁ︡ԏḩ ⱧỘˣ ̚ 411 - ̚ 411

ϷТϰІᶈ ̚ 134 - ̚ 134

Ỳ ̚ 3,339 ̚ 773 ̚ 2,566

ᵓּזᶴ︠τṑ βϥ ṍ ׃ 7,008 849 +725%

ԁᶴ θϤ ṍ ˣדˢ׃ 304 37 +724%

ˢ ӡʿ ˣד

2019年３月期

通期累計

2018 ͏Ὦṍ

ṍ ὓ
ṍ

通期連結損益計算書
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仮想通貨取引関連事業への参入準備の中止（△411百万円）、
オフィス拡張に伴う固定資産除却（△134百万円）等の特別損益（△710百万円）計上
により、当期純利益は7,008百万円（前期比＋725%）



通期連結販売費及び一般管理費の比較
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人件費・採用費等の増加（前期比+657 百万円）、
㈱トライフォート等のグループ化に伴うのれん償却額の増加（同+359 百万円）

( ӡʿ (ד

3,180

4,989

Ὧ ʾ⅜
χ ᴥ

ᵰἹ ᴿ
χ ᴥ

ᴠ ᵁ︡ԏḩ ⱧỘ
ϒχ╥

ϷТϰІᴪ
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ṍ ◌ ṍ

Ɫ▀ 51,204 10,591 36,154 +40,612 +15,049

ᾝ Ỳ 8,822 5,576 9,599 +3,245 ̚ 777

ְỘ Ɫ ᴣ ὴ 39,190 2,994 23,505 +36,196 +15,685

ᾧ Ɫ▀ 6,026 2,042 6,393 +3,983 ̚ 367

χϦϭ 4,125 938 4,389 +3,187 ̚ 263

Ɫ▀›ὓ 57,230 12,633 42,548 +44,596 +14,681

№ 6,595 2,338 6,922 +4,256 ̚ 326

ᾧ № 10,533 13 6,005 +10,520 +4,528

ἣט Ỳ № 10,198 6 5,838 +10,192 +4,360

№›ὓ 17,129 2,352 12,927 +14,777 +4,201

Ɫ▀ 40,100 10,281 29,620 +29,819 +10,480

ζχ ᴣ ὴ ᴣ₯ᶛỲ 24,501 492 13,622 +24,009 +10,879

ˢ ӡʿ ˣד

ṍ

ˢ2018 ͏Ὦ ˣ

◌ ṍ

ˢ2018 12Ὦ ˣ

当期末

（2019年３月末）

ᾚᶛ

当期末連結貸借対照表
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投資先株式の時価評価に伴う営業投資有価証券の増加（前期末比+36,196 百万円）等によ
り、総資産は前期末比で+44,596 百万円

̞ Ɫ ᶴ꜠χⱲᴣ ᴣτϢϥֲốʿ Ɫ▀ˢְỘ Ɫ ᴣ ὴˣʺᾧ №ˢἣט Ỳ №ˣʺ Ɫ▀ˢζχ ᴣ ὴ ᴣ₯ᶛỲˣΥζϦηϦ ᾚ

̞



2019年３月期 期末配当について
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2019年３月期 2018年３月期

ḧ ṍ ḧ ṍ

ṁ 2018 ͕Ὦ30 2019 ͏Ὦ31 2017 ͕Ὦ30 2018 ͏Ὦ31

͍ᶴ θϤ
Ỳˢ ṍˣ ד24.0 ד37.0 ד5.0 ד2.0

͍ᶴ θϤ
Ỳ ( ḧ ) ד61.0 ד7.0

ΰ
ˢ ḧˣ 20.0̋ 18.9̋

配当の内訳

連結配当性向20％の方針に基づき、期末配当は37円（前期末比35円増配）を予定
年間配当は61円（同54円増配）を予定



自己株式の取得について
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資本効率向上とM&A 等の機動的な資本政策遂行を可能とするため、自己株式の取得を予定

実施内容

☼ם Ɫ ῟ χΰ ʺṐ σⱢ ├χ “

︡ ᴣᶛχ ᶛ ᾢ1,000 ד

︡ ᶴ꜠χ ᾢ700,000ᶴ
ˢ “ↄᶴ꜠ ˢꜛᾪᶴ꜠Ϭ Ψˣτ βϥᶤ›3.0̋ˣ

︡ ṍḧ 2019 ͑Ὦ10 ˢỲˣ˙2019 ͔Ὦ͕ ˢỲˣ

︡ Ằ ὴ︡ԏ τΣΪϥ◕
ˢ︡ԏԁ Ἰ τṁξΨ◕ ˣ

ˢ╥―ˣ2019 ͏Ὦ31 Ⱳ χꜛᾪᶴ꜠χ ệ
Å “ↄᶴ꜠ ˢꜛᾪᶴ꜠Ϭ Ψˣ 23,048,850ᶴ
Å ꜛᾪᶴ꜠ 622,995ᶴ



2019年３月期 通期事業概況



アドテクノロジー事業 売上高推移
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アプリ広告領域が拡大したものの、ウェブ広告領域においてグローバルプラットフォームへの
広告予算集中の影響等により、前期比減収
四半期推移では、ウェブ広告領域を収益性重視の運用に切り替えたことにより、前四半期比△5%
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四半期別売上高推移

2017
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2018
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2019
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+279̋

ˢ╥―ˣ
ϯФзῲ⁮ ӽʿˮADeals˯ˮVidSpot˯
ϳϴУῲ⁮ ӽʿˮadstir˯ˮBypass˯ˮHaiNa˯

YoY̚17̋ QoQ̚5̋



アドテクノロジー事業 四半期別売上総利益率・営業利益推移
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第３四半期の売上総利益率低下の要因であったウェブ広告領域の収益性改善施策が奏功し、
売上総利益率が改善、第４四半期では営業黒字に転換
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四半期別売上総利益率推移
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アドテクノロジー事業 今後の方針
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アプリ広告領域を中心に新たなプロダクト開発に注力するとともに営業体制を強化し、
顧客課題の解決による収益拡大を目指す

広
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新規参入
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新規参入検討領域



ゲーム事業 売上高推移
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㈱トライフォート の連結子会社化により、売上高は前期比+49% の成長
四半期推移では、新作ゲームタイトルの不調により前四半期比△14%
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ゲーム事業 営業利益推移

四半期別営業利益推移
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年度別営業利益推移

2017
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гЗϱГАЖṌ ЌϱЕи

гЗϱГАЖ ṛЌϱЕи

ЕжϱТ϶˔ЕˢχϦϭ ẀᶛḯϚˣ

既存ゲームタイトルが営業利益貢献したものの、新作ゲームタイトルの不調により、
前期比で減益幅が拡大

QoQ +26 ד

YoY̚1,114 ד



コンテンツ事業 成長期待事業 売上高推移

22

前期比では、キラメックス㈱の成長及び㈱Smarprise の新サービス 開始に伴う
増収効果により+42 ％の成長
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コンテンツ事業 成長期待事業 営業利益推移
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新規事業への先行投資に加え、既存の営業利益貢献事業における外部環境の変化などに
より、前期比減益で着地

四半期別営業利益推移
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コンテンツ事業 成長期待事業 各事業の振り返り・方針
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ϺжЮАϼІ

ϯжрƋФкЍϼБ

ІЫ˔ФжϱЇ

Т϶АϽ

Å ︠ ⱧỘˮTechAcademy˯Υ
Å ΰΪITᾆ χ ‰ΥῨ τ ӱ

Å ΰΪITᾆ ψԏΦ Φ
Å ϺАЇΰΪФкϽжЬрϽễעⱧỘχ

ᵫϬ ᶊᴟ

成長期待事業 2019年３月期振り返り

各社とも、中期経営計画達成に向けた成長を視野に新規事業への積極的な投資を継続
2020年３月期は各事業の成長性を見極めつつ、事業の選択と集中を進める

2020年３月期方針

Å Ђ˔РІˮSGЀϱр˯ ằᵫ◐ Å ˮSGЀϱр˯χ︡ӌ ᶈ
Å θσ︠ ⱧỘχ κ Ϋτ

Å ˮХϯжЩ˯χⱧỘ ᵫτᴥΠʺ
χ ṛⱧỘ

Å ΜЂ˔РІˮMIRORˢЬж˔ˣ˯
Ϭְ֫βϥ жАФІϬ

Å ˮХϯжЩ˯χⱧỘ ᵫ
Å ṛⱧỘ ṍ κ Ϋ
Å ˮMIROR˯ϒχ ⱢϬὋ

Å ˮCHEERZ˯ Ϭ τϵрЌ˔ГϱЮ
рЕРЅКІ◕ πχ Φσ Ϭ
◙β

Å ˮCHEERZs Ўϯ˔Їˣ˯ḯϚ
Ђ˔РІἪπ ‰ ᴥ



インベストメント事業 業績推移
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第４四半期売上高は、㈱メルカリ株式の売却などにより831百万円
2019年３月期第４四半期末の営業投資有価証券残高 は39,190百万円

182 
46 85 

599 

44 

241 

51 

614 

142 
10 

831 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

ˢ ӡʿ ˣד

2017
͏Ὦṍ

2018
͏Ὦṍ

2019
͏Ὦṍ

̞ Ξκ Юиϸзᶴ꜠χְỘ Ɫ ᴣ ὴ▪‰ψ34,918 ꜠ˢᶴד ᶤ›ψ6.9%ʺ2019 ͏Ὦ31 Ⱳ ˣ

12,901

四半期別売上高推移 営業投資有価証券残高内訳

50社以上

25本以上

約23億円

約16億円

㈱メルカリ
ソーシャルワイヤー㈱ 約353億円

2019 ͏Ὦ
סּ ὓ ᶛ

Ɫ

ᶴ꜠

ᶴ꜠

LP Ɫ

̞



インベストメント事業 投資先ポートフォリオ
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既存投資先での収益貢献を期待しつつ、中期経営計画期間中での収益貢献が期待できる
新規投資先を中心に積極的に開拓

主なLP出資先ファンド

シード～アーリーポストIPO

ミドル～レイター

主な投資先スタートアップ



その他事業 仮想通貨取引関連事業への参入準備の中止について
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˻ ᶴ꜠ τ Ξֲốᶛ˼

ⱧỘ ʿ̚411 ד

ᶛʿ˴267 ד

◦ ᶴ︠τṑ βϥ ṍ ˴ʿ׃ 46 ד

ﬞχֲốᶛʿ̚ 97 ד

ˢ╥―ˣ

ЀϱК˔Ѕ 2019 ͏Ὦṍ ὓὊ ᶛʿ̚289׃ ד

業績への影響

事業環境の変化を踏まえ、仮想通貨取引関連事業への参入準備の中止を決定
当事業準備中の子会社であるコイネージ㈱の全保有株式を譲渡

Å ʿЀϱК˔Ѕ Ɫᶴ꜠ᵓּז

Å ʿ2019 ͐Ὦ26

˻ЀϱК˔Ѕ τνΜο˼

Å ⱧỘ ʿᴠ ᵁ︡ԏḩ ⱧỘ

Å ʿ2017 10Ὦ16

Å Ɫ Ỳ ʿ960 ד

コイネージ㈱の株式譲渡について



2020年３月期について



2020年３月期 通期業績予想について
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中期経営計画達成に向け、成長性の高い事業へ投資を継続

Å ϯЖГϼЛкЅ˔ⱧỘτΣΪϥ ṛФкЍϼЕ ằ

Å Ͽ˔ЭⱧỘτΣΪϥ ṛЌϱЕиᵫ

Å ЀрГрБⱧỘτΣΪϥ ṛⱧỘϒχ “ Ɫ

2020年３月期通期連結業績を現時点で合理的に予測することが
困難であり、業績予想については非開示
合理的な予測が可能となった段階で速やかに開示予定



2020年３月期 事業方針
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連結業績

中期経営計画の達成に向けた「集中期」として
成長性の高い事業へ積極投資

Å Юиϸзᶴ꜠ψ50ᴑדϬ ӗτ Ẁ
Å Ṝ ẀֲốϬ ΨχϦϭ ẀῇְỘ ⁷ⱫᴟϬὓᵊ׃

コンテンツ
事業

新規事業への先行投資を継続しつつ、主力事業の成長を加速
Å ϺжЮАϼІ ʺТ϶АϽ ψ︠ ⱧỘχήϣσϥ ρ ӽϒχ ᵫτ
Å ϯжрʾФкЍϼБʺ SmarpriseψРЅКІЯДи ḊϞ ṛⱧỘᵫ τ

Ὃ τ︡Ϥ Ϛ

アドテクノロジー
事業

成長性高いアプリ広告領域へ経営資源を積極投下し、増収増益を目指す
Å ‰ ʿϯФзῲ⁮ ӽτΣΪϥ ṛФкЍϼЕᵫ ẉόְỘếᴟτϢϤʺ

ⱧỘ π ṍ Ϭ ◙β
Å ⁮ʿϳϴУῲ׃ ӽπԏΦ Φ ׃ ♪χ֫ Ϭ“ΞάρτϢϤʺ

ⱧỘ πχ ׃ ψ ṍ ͐◌ ṍ ϬӲⱱ

インベストメント
事業

新規投資を継続して実行
Å Ɫ ϞLP Ɫ ТϮрЖχϺаСЌиϿϱрτϢϥ ᾅϬṍ‟׃
Å 2019 ͐Ὦτ Юиϸзᶴ꜠80 ᶴϬ Ẁↄϙ
ˢ ẀτϢϥְỘ ốψ2,509ֲ׃ ˣד

ゲーム
事業

既存タイトルは収益を維持しつつ、新規タイトルはリスクを抑え開発
Å ṛЌϱЕиᵫ ψʺϷзЅЗиʾ IPḯϛοЌϱЕиχזּ ׃ Ϭᾋớϛθ πʺᵫ з

Њ˔І Ϝ᷈ӛΰὋ
Å ЕжϱТ϶˔Еψ‰ΜṪ ᵫ ϬᶨΤΰθ ᵫ τ



Appendix



◌ ṍ ◌ ṍ

‰ 4,659 3,969 4,062 +17% +15%

ϯЖГϼЛкЅ˔ⱧỘ 1,671 1,874 1,755 ̚ 11% ̚ 5%

Ͽ˔ЭⱧỘ 858 444 995 +93% ̚ 14%

ЀрГрБⱧỘ 1,317 1,049 1,331 +26% ̚ 1%

ϱрЦІЕЮрЕⱧỘ 831 614 10 +35% +7,519%

ζχ - - - - -

׃ 1,299 1,433 447 ̚ 9% +190%

ϯЖГϼЛкЅ˔ⱧỘ 266 224 138 +19% +92%

Ͽ˔ЭⱧỘ 21 108 3 ̚ 80% +470%

ЀрГрБⱧỘ 308 511 306 ̚ 40% +1%

ϱрЦІЕЮрЕⱧỘ 712 596 10 +19% +6,559%

ζχ ̚ 7 ̚ 1 ̚ 2 ̚ 5 ̚ 4

ẉόԁ Ḛ 1,480 905 1,402 +64% +6%

ְỘ ׃ ̚ 180 528 ̚ 955 ̚ 708 +774

ϯЖГϼЛкЅ˔ⱧỘ 108 54 ̚ 28 +100% +137

Ͽ˔ЭⱧỘ ̚ 340 32 ̚ 367 ̚ 372 +26

ЀрГрБⱧỘ ̚ 175 150 ̚ 154 ̚ 326 ̚ 20

ϱрЦІЕЮрЕⱧỘ 586 588 ̚ 4 ̚ 0% +590

ζχ ̚ 80 ̚ 44 ̚ 77 ̚ 36 ̚ 2

Ὂ ׃ ̚ 180 520 ̚ 967 ̚ 701 +786

ᵓּזᶴ︠τṑ βϥ ṍ ׃ ̚ 308 264 ̚ 763 ̚ 573 +454

ˢ ӡʿ ˣד

2018 ͏Ὦṍ

͐◌ ṍ

2019 ͏Ὦṍ

͏◌ ṍ

2019年３月期

第４四半期

ᾚ

第４四半期連結損益計算書

32



通期連結売上高・営業利益推移

33

6,156 
8,330 

11,131 

14,595 14,444 

27,580 

138 370 1,509 1,395 1,648

11,084

2014

͏Ὦṍ

2015

͏Ὦṍ

2016

͏Ὦṍ

2017

͏Ὦṍ

2018

͏Ὦṍ

2019

͏Ὦṍ

Ὣ ‰

ὫְỘ ׃

ˢ ӡʿ ˣד



スペース・エースタート１号投資事業有限責任組合への出資

34

Å χṪ ϞЀрЈФЕϬЦ˔Іτΰθ֓ ЦрЎа˔ḼỘτ ᴟΰθ ⱢϬ“ΞТϮрЖ

Å2018 11Ὦτ ΰТϮрЖ֫ ṛ ψ 50ᴑד

Å χⱧỘϬCFOρΰο τ Μθ ԁ ♃Υ2015 τ ΰθ ϵ˔ІЌ˔ЕΥ

ᾢ ›ԌˢGPˣρΰοְ֫

ÅˮⱧỘᴪὉVC˯ρΰοʺ τIPOτΰΪθ ϞЄЗзϷ⌠Ϥσςʺ Ɫ ḼỘχ τᴂαθ◦כϬ

“ΞάρΥ

スペース・エースタート１号投資事業有限責任組合の概要

宇宙ベンチャー企業に特化した投資を行うスペース・エースタート１号投資事業有限責任
組合への出資を決定

LP Ɫ

有望な日本発宇宙スタートアップ数社への出資を予定

Ɫ

Ὂְ◦כ

出資予定先



アドテクノロジー事業 プロダクト紹介

35

アプリインストール広告のROIを最適化する
統合管理プラットフォーム

多彩な動画広告フォーマットに対応した
モバイル動画広告プラットフォーム

スマートフォン特化型DSP

スマートフォン特化型SSP

広告効果最適化アドネットワーク

アプリ広告
領域

ウェブ広告
領域

プロダクト 概要



コンテンツ事業 成長期待事業紹介
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ФкϽжЬрϽϞϯФзᵫ Ϭᶘϓϥ

ϷржϱрІϼ˔иˮTechAcademy

ˢГАϼϯϸДЬ˔ˣ˯Ϭְ֫

ϺжЮАϼІ

χ ϙρΰΦ›ΞˮХϯжЩ˯Ϟ

ЅϴрЍ˔χ Ϭ ᵒβϥˮОйАЕ˯

ʺ χЮДϰϯⱧỘϞ ṛⱧỘϬ ᵫ

ϯжрƋФкЍϼБ



コンテンツ事業 成長期待事業紹介
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Ω ẘχᴿỲϿ˔Эг˔Ѓ˔
ФжАЕТ϶˔ЭˮSMART GAME˯ʺ

Н˔ЎаиЌйрЕˮ ●ҿ˯(̞)χḼᵊʾְ֫
̞ 2019 ͑Ὦ͕ ᾝ∕ʺЎарКи יּ 21 ӟ

ЌйрЕχᶨ ΥπΦϥТϮрЀכ◦

ЬвИГϰЂ˔РІˮCHEERZ˯ Ϭְ֫

ᾝ∕5,000 ӟ χЌйрЕʺ1,000ּזΥ

Smarprise Т϶АϽ



人員推移表
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12 12 12 12 12 12 12 12 11 11 11 11 

82 80 83 77 93 90 86 85 96 94 89 85 

34 33 33 33
43 42 43 45

58 57

184 185
88 87 98 104

110 112 117 121

136 149

160 155

24 27 
28 25 

26 28 38 42 

46 
54 

55 56 

78 81
92 85

97 117 108 80 

78 
88 

146 
127 

318 320 
346 336 

381 
401 404 

385 

425 
453 

645 
619 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

ⱲּזԌ

ζχ χ ԌˢϱрЦІЕЮрЕẉόזּ זּ ˣ

ЀрГрБ Ԍזּ

Ͽ˔Э Ԍזּ

ϯЖГϼЛкЅ˔ Ԍזּ

Ԍˢ ︡ ẉόḗ₰ ᵰזּʺ ԌḯϚˣ

2017
͏Ὦṍ

2018
͏Ὦṍ

2019
͏Ὦṍ

ˢ ӡʿ ˣ

2019年４月より新卒社員が35名入社


